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平成２９年 第３回 伊仙町議会定例会 全議案（９月１２日～２２日 １１日間）
議 案 番 号 議　　　　案　　　　件　　　　名 備 　 考

承認第11号 平成29年度伊仙町一般会計補正予算（第3号）の専決処分の承認 可 　 決

報 告 第 3 号 平成28年度健全化判断比率 可 　 決

報 告 第 4 号 平成28年度資金不足比率 可 　 決

議案第34号 伊仙町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第35号 伊仙町肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第36号 伊仙町農業支援センターの設置及び管理に関する条例の制定 原案可決

議案第37号 平成２８年度伊仙町上水道事業会計の利益処分 原案可決

議案第38号 平成29年度伊仙町一般会計補正予算（第4号） 原案可決

議案第39号 平成29年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第40号 平成29年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第41号 平成29年度伊仙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

認 定 第１号 平成28年度伊仙町一般会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 2 号 平成28年度伊仙町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 3 号 平成28年度伊仙町介護保険特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 4 号 平成28年度伊仙町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 5 号 平成28年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 6 号 平成28年度伊仙町簡易水道特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 7 号 平成28年度伊仙町上水道事業会計歳入歳出決算 認 　 定

（追加議案）

議案第42号 平成29年度伊仙町一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第43号 平成29年度社会資本整備総合交付金　大久保団地（東伊仙西）新築工事建設本体工事請負契約 可 決

議案第44号 平成29年度防災関連施設整備事業防災行政無線デジタル化工事請負契約 可 決

以下余白
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総務費
946,018
16.6％

公債費
891,614
15.6％

民生費
1,437,677
25.2％

地方交付税
3,168,744
54.5％

国庫支出金
793,332
13.6％

県支出金
510,432
8.8％

町債
535,872
9.2％

町税
309,197
5.3％

依存財源
89.4％

自主財源
10.6％

衛生費
522,383
9.2％

労働費
0
0.0％

商工費
35,726
0.6％

災害復旧費
17,454
0.3％

地方譲与税
73,533
1.3％

地方消費税交付金
100,744
1.7％

繰入金　19,759
0.3％

自動車取得税交付金　9,044　0.2％
利子割交付金　384　0.0％
配当割交付金　569　0.0％
株式等譲渡所得割交付金　324　0.0％
地方特例交付金　218　0.0％
交通安全対策特別交付金　1,529　0.0％

寄附金　19,155　0.3％
財産収入　50,666　0.9％
使用料及び手数料　63,384　1.1％
分担金及び負担金　41,528　0.7％
諸収入　75,831　1.3％
繰越金　38,564　0.7％

議会費　88,290　1.5%

農林水産業費
659,078
11.6％

土木費
522,328
9.2％

消防費
218,891
3.8％

教育費
358,349
6.3%

平成28年度
一般会計歳入歳出決算

科目別歳入状況（総額：5,812,819） 科目別歳出状況（総額：5,697,808）

平成２８年度　一般会計歳入歳出決算対前年比較
（歳入）	 	 	 	 	 	 	 (歳出）	 	 	 	 	 	 (単位：千円)

款
平成２８年度
決算額
（Ａ）

構成比
％

平成２７年度
決算額
Ｚ

構成比
％

比較
(Ａ)-(Ｂ)=
（Ｃ）

伸率
(Ｃ)/(Ｂ)
％

款
平成２８年度
決算額
（Ａ）

構成比
％

平成２７年度
決算額
Ｚ

構成比
％

比較
(Ａ)-(Ｂ)=
（Ｃ）

伸率
(Ｃ)/(Ｂ)
％

1 町税 309,197 5.3 304,132 5.1 5,065 1.7 1 議会費 88,290 1.5 94,380 1.6 △6,090 △6.5
2 地方譲与税 73,533 1.3 74,395 1.3 △862 △1.2 2 総務費 946,018 16.6 1,326,939 22.7 △380,921 △28.7
3 利子割交付金 228 0.0 453 0.0 △225 △49.7 3 民生費 1,437,677 25.2 1,401,940 24.0 35,737 2.5
4 配当割交付金 569 0.0 902 0.0 △333 △36.9 4 衛生費 522,383 9.2 529,108 9.1 △6,725 △1.3

5 株式等譲渡所
得割交付金 324 0.0 918 0.0 △594 △64.7 5 労働費 0 0.0 0 0.0 0 0

6 地方消費税交
付金 100,744 1.7 112,052 1.9 △11,308 △10.1 6 農林水産業費 659,078 11.6 500,051 8.6 159,027 31.8

7 自動車取得税
交付金 9,044 0.2 7,204 0.1 1,840 25.5 7 商工費 35,726 0.6 69,687 1.2 △33,961 △48.7

8 地方特例交付
金 384 0.0 218 0.0 166 76.1 8 土木費 522,328 9.2 285,276 4.9 237,052 83.1

9 地方交付税 3,168,744 54.5 3,141,798 53.0 26,946 0.9 9 消防費 218,891 3.8 185,344 3.2 33,547 18.1

10 交通安全対策特別交付金 1,529 0.0 1,542 0.0 △13 △0.8 10 教育費 358,349 6.3 350,467 6.0 7,882 2.2

11 分担金及び負担金 41,528 0.7 52,718 0.9 △11,190 △21.2 11 災害復旧費 17,454 0.3 215,569 3.7 △198,115

12 使用料及び手数料 63,384 1.1 56,915 1.0 6,469 11.4 12 公債費 891,614 15.6 880,039 15.1 11,575 1.3

13 国庫支出金 793,332 13.6 709,039 12.0 84,293 11.9 13 諸支出金
14 県支出金 510,432 8.8 455,940 7.7 54,492 12.0 14 予備費
15 財産収入 50,666 0.9 26,848 0.5 23,818 88.7
16 寄附金 19,155 0.3 22,853 0.4 △3,698 △16.2 歳出合計 5,697,808 100.0 5,838,800 100.0 △140,992 △2.4
17 繰入金 19,759 0.3 18,254 0.3 1,505
18 繰越金 38,564 0.7 31,883 0.5 6,681 21.0
19 諸収入 75,831 1.3 56,007 0.9 19,824 35.4
20 町債 535,872 9.2 848,292 14.3 △312,420 △36.8

歳入合計 5,812819 100.0 5,922,363 100.0 △109,544 △1.8
(注)各款ごとの決算額は，決算統計上の分類方法により決算書の額と一致しないものがある。

(単位：千円)

平成28年度
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●1件目に「農業支援センター改修事業費」で改修されました、農業支援センターの現状について担当者より施
設概要についての説明を受けました。議会として、会議室や農機具等備品の利用規則を整備し効果的な利活用
が出来るようにする事、また併せて簡易宿泊施設を整備し島外からの研修生の受け入れが出来るようにする事、
センター内には書庫がありますので公民館図書室や町民からの寄贈を受け農業専門書を充実させる事、早期に
職員を確保し、実践的・効果的な研修計画策定をする事、町民の利便性を図るために休日も利用できるようにす
る事、所長に関しては天城町の研修センター所長に兼務の打診をしたり、徳之島高校や試験場等関係機関との
連携を図り農業支援の機能強化等を要望いたしました。

●次に「公営住宅建設事業費」にある東伊仙東団地
に関して担当者より説明を受けました。概要としては
１棟３戸木造平屋建て２６坪３ＤＫで１０月着工予定
で進めているとの事でありました。
　議会として、建設予定地南側の隣地も購入し将来
的に住宅の増設ができるようにする事、また進入道路
については使用に関する協議書を交わしたとの事で
したが、地権者から確約書を交わし、トラブルが無い
ようにする事、隣接する牛舎横の水たまりになってい
る土地も購入し排水工事を行い、衛生環境を改善し
居住者から苦情が出ないよう要望いたしました。

平成２９年第３回伊仙町議会定例会において
平成２８年度伊仙町一般会計歳入歳出決算他６特別会計歳入歳出予算決算 審査特別委員会

（一部抜粋※委員長報告につきましては、町ホームページ「会議録」をご確認下さい。）

　去る、平成29年9月12日に当特別委員会に付託されました「平成28年度伊仙町一般会計他６特別会計歳入歳
出決算」は、9月14日木曜日から9月19日火曜日までの6日間、議長並びに議会選出監査委員を除く12名の委員で
審査いたしました。その中で9月14日火曜日に現地調査を行いましたので主な項目について報告いたします。
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●次に「東部地区簡易水道増補改良事業費」の、東部浄水場について担当者より施設概要説明を受けました。
昭和３６年に建設された、喜念浄水場が以前の台風により導水管が破損し、給水出来ない状況になり、更に面縄
浄水場も施設の老朽化と頻発する豪雨の影響で原水の濁りがあることから平成２７年度より全面的な改修工事
を実施し東部ダム下流に急速濾過施設と３００トンの貯水槽を整備し面縄浄水場までの送水管を敷設し、今年
１２月をめどに給水開始する予定との事で、この施設の完成により水質の改善と給水能力の向上が期待できるも
のでありました。水道水は町民にとって、とりわけ大切なものでありますので今後とも計画的な改修を行い、水
質向上及び水の安定供給に努めていただくよう要望いたしました。

●次に「清掃費」徳之島愛ランドクリーンセンターについてであります。担当者の現状説明によります
と、８月１７日に故障し１０日間ゴミ処理を停止、修繕後、８月２８日に再開したところ、今度はコンベ
アが故障しゴミ処理を停止したとの事でありました。その後９月１４日に修理を行い今日現在、順調にゴ
ミの処理を行っているとの事でした。たまったゴミの処理については1か月程度かかるとおもわれ、夜間
は午後７時まで稼働させ、休日も稼働し早期に処理を行うとの事でありました。故障の原因としては稼働
以来、１５年経過し施設も老朽化しており、通常の点検・保守も実施していますが機械内部など目の届か
ない部分もあり、対応に苦慮しているとの事でありました。クリーンセンター側からの要望として町民へ
のゴミ分別の徹底をお願いしたいとの事でありました。
　伊仙町議会といたしましては、クリーンセンターが今後も目手久地区において稼働していくのか否か、
あるいは、設立当初の約束通り、他町に移転するならば、その移転計画の早急なる実現を町執行部を通じ
て広域連合議会への働きかけを要望いたしました。
　仮に、現在の目手久地区での継続稼働であるならば施設更新に伴う基金等の積立も併せて要望いたしま
した。
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房
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
す
が
、
伊
仙
町
に
お
い
て

も
率
先
し
て
子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
を
整
え
る
事
は
で
き
な

い
か
問
う
。

財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら

検
討
を（

教
育
長
）
教
育
委
員
会

と
し
て
も
、
児
童
生
徒
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学
校
の
施
設
整
備
に

つ
い
て夏
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、
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場
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子
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た

ち
の
学
力
向
上
を
図
る

為
に
は
、
各
教
室
が
快
適
な
教

育
環
境
で
勉
強
が
で
き
る
よ
う

に
、
教
育
委
員
会
が
冷
暖
房
機

の
設
置
等
に
つ
い
て
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
鹿
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島
県
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土
で
は
、
全
て
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学
校
で
冷
暖

の
健
康
管
理
や
学
習
環
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整

え
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、
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扇
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各
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暖
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備
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つ
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し
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、
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環
境
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備
で
あ
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と
も
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、
熱
中

症
対
策
等
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方
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と
い

う
こ
と
も
十
分
認
識
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
全
て
の
学
校
の

教
室
に
冷
暖
房
機
を
設
置
し
た

場
合
、
設
置
に
係
る
多
額
の
費

用
の
み
な
ら
ず
、
電
気
代
や
、

保
守
・
維
持
費
に
つ
い
て
も
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
今

後
、
児
童
生
徒
の
良
好
な
環
境

を
整
え
る
件
に
関
し
て
は
、
町

の
財
政
状
況
な
ど
を
勘
案
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

計
画
的
に
冷
暖
房
機
の
設
置
を

町
内
す
べ
て
の
学
校
に
設

置
と
な
る
と
多
額
の
予
算

が
伴
い
ま
す
の
で
、
中
学
校
、

小
学
校
と
年
次
計
画
を
立
て
設

置
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
現
在
、
面
縄
中
学
校
創

立
70
周
年
記
念
式
典
の
計
画
を

し
て
お
り
、
卒
業
生
の
中
に
は

冷
暖
房
機
を
寄
贈
し
た
い
と
い

う
声
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
対

応
す
べ
き
か
。
そ
う
い
う
方
の

気
持
ち
を
汲
み
、
冷
暖
房
機
を

設
置
出
来
る
よ
う
、
そ
し
て
ま

た
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
の

為
に
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
や
り
の
心
を
大
切
に

（
教
育
長
）
子
ど
も
た

ち
が
快
適
な
教
育
環
境

の
中
で
勉
学
に
励
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
、
そ
う
い
う
強
い
思

い
で
、
創
立
70
周
年
記
念
事
業

を
機
に
冷
暖
房
機
を
寄
贈
し
た

い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
、
そ
う
い
う
思

い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

先
の
答
弁
で
、
「
検
討
し
ま

す
。
」
と
申
し
ま
し
た
が
、
教

育
委
員
会
と
し
ま
し
て
も
、
今

回
の
面
縄
中
学
校
の
よ
う
に
、

一
般
質
問

平
成
29
年

第
３
回
定
例
会

問

問

答

答

美山　保議員

そ
の
卒
業
生
の
母
校
愛
、
あ
る

い
は
後
輩
に
対
す
る
思
い
や
り

の
心
等
、
子
ど
も
た
ち
に
示
唆

を
与
え
る
大
き
な
機
会
に
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
大
変
あ
り

が
た
い
こ
と
で
あ
る
と
私
も
そ

う
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
設
置
さ
れ
た
場
合
に

は
、
卒
業
生
の
そ
う
い
っ
た
思

い
や
り
の
心
を
子
ど
も
た
ち
へ

様
々
な
機
会
を
通
し
て
教
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

創立70周年を迎える面縄中学校
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子
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症
対
策

や
学
力
向
上
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代
や
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理
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か
か
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言
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
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室
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熱
中
症
に
か
か
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恐
れ
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る
こ
と
か
ら
、
冷
暖
房
機
を
設

置
し
、
勉
強
が
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
と
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
学
力
の
向
上
に
も
繋
が
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
是
非
要
望
し

ま
す
。

今
後
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康

管
理
も
含
め
て
検
討
し
て
い

く

（
教
委
総
務
課
長
）
電
気

代
や
維
持
管
理
費
が
か

か
っ
て
く
る
事
は
、
は
っ
き
り

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
財
政
が

許
す
の
で
あ
れ
ば
可
能
で
す
け

れ
ど
も
、
今
後
、
学
力
向
上
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
管
理
も
含

め
て
財
務
の
方
と
も
打
合
せ
し

な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

16
年
前
の
初
志
と
決
意
に
つ

い
て

16
年
前
に
出
馬
を
決
意
し

て
掲
げ
た
次
の
３
項
目
、

①
町
民
の
や
る
気
が
欠
如
し
て
い

る
。
②
職
員
採
用
に
多
額
の
現
金

の
や
り
と
り
が
あ
る
。
③
目
に
あ

ま
る
特
定
業
者
と
の
癒
着
関
係
。

こ
の
こ
と
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
決
意
。
伊
仙
町
に
は
び

こ
る
権
力
の
腐
敗
構
造
を
一
掃
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
国
最
下

位
と
言
わ
れ
る
所
得
の
低
迷
か
ら

抜
け
出
せ
な
い
と
言
っ
て
出
馬
表

明
し
た
が
、こ
の
初
志
を
貫
い
た

か
を
問
う
。

（
町
長
）
①
に
つ
い
て
、
伊

仙
町
長
期
振
興
計
画
「
き

ば
ら
で
ぇ
伊
仙
（
平
成
７
年
度
策

定
）
」
に
つ
い
て
、
私
が
何
一
つ
実

現
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に

関
し
ま
し
て
は
事
実
で
あ
れ
ば
反

省
を
し
て
い
ま
す
。

　

②
に
つ
い
て
、
あ
く
ま
で
も
噂
の

段
階
で
あ
り
ま
す
の
で
答
弁
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

③
に
つ
い
て
、
建
設
業
者
だ
け

で
な
く
、
町
職
員
、
商
工
会
、
そ
の

他
団
体
等
、
利
益
団
体
に
お
い
て

応
援
し
て
頂
い
た
ら
色
々
な
要
望

を
し
て
く
る
。
こ
れ
を
反
故
に
し

た
場
合
、
次
の
選
挙
で
堂
々
と
反

対
す
る
。こ
の
繰
り
返
し
に
な
る
。

権
力
の
腐
敗
、
癒
着
と
い
う
も
の

は
政
治
は
あ
る
意
味
で
は
権
力
闘

争
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

町
長
選
挙
に
つ
い
て

一
年
前
に
５
期
目
へ
の
出

馬
表
明
を
し
ま
し
た
が
、

こ
の
一
年
間
の
政
治
活
動
が
常
識

の
あ
る
活
動
だ
っ
た
か
。民
家
近

く
の
道
路
舗
装
を
や
っ
て
あ
げ
る

か
ら
、私
に
協
力
し
て
下
さ
い
、と

言
っ
た
こ
と
は
な
い
か
問
う
。
ま

た
、推
薦
を
受
け
て
い
る
建
設
業

者
か
ら
献
金
等
を
受
け
て
い
な
い

か
問
う
。（

町
長
）
そ
の
よ
う
な
事

は
、
決
し
て
言
っ
て
お
り
ま

せ
ん
し
、
私
は
業
者
の
方
か
ら
の

政
治
献
金
と
い
う
も
の
は
受
け
て

お
り
ま
せ
ん
。

４
期
16
年
の
実
績
に
つ
い
て

公
共
事
業
の
費
用
対
効
果

は
、長
い
目
で
見
な
い
と
出

て
こ
な
い
、と
言
っ
て
い
る
が
、直

売
所「
百
菜
」の
現
状
や
、特
産
物

販
売
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
の
６

次
産
業
化
加
工
品
製
造
販
売
の
件

に
つ
い
て
は
、町
民
か
ら
信
頼
を

失
い
、不
信
感
さ
え
持
た
れ
て
い

る
原
因
に
さ
え
な
っ
て
い
る
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

（
経
済
課
長
）「
百
菜
」
は

年
間
約
１
億
４
千
万
円
売

上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
赤
字
経
営

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
経
営
診
断

を
入
れ
、
健
全
な
管
理
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
町
長
）「
百
菜
」
、「
ほ
ー
ら
い

館
」
が
無
か
っ
た
と
し
た
場
合
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
大
変
な
効
果
を

出
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

企
業
誘
致
の
日
本
マ
ル
コ
㈱

に
つ
い
て当

初
の
説
明
会
で
は
日

本
マ
ル
コ
㈱
が
自
社
で
約

８
億
３
千
万
円
で
建
設
の
予
定
で

あ
っ
た
が
、
な
ぜ
町
の
公
共
工
事

に
変
わ
っ
た
の
か
問
う
。

（
町
長
）
県
の
東
京
事
務
所

の
企
業
誘
致
課
一
緒
に
な
っ

問
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て
事
業
を
推
進
し
た
こ
と
に
な
っ

て
、
今
の
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。

工
事
の
入
札
に
お
い
て
、指

名
委
員
会
で
決
定
後
に
業

者
を
入
れ
替
え
町
外
業
者
が
落
札

し
て
い
る
が
、
外
部
の
人
物
か
ら

の
圧
力
は
な
か
っ
た
か
問
う
。

（
町
長
）
私
は
そ
の
よ
う
な

事
は
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
長
に
要
望
し
ま
す
。
こ
の
実
績

に
つ
い
て
、
２
時
間
で
質
疑
応
答

す
る
の
か
、
議
長
の
判
断
を
諮
り

ま
す
。

町
長
が
議
長
に
お
願
い
を

し
て
、
何
か
や
ま
し
い
事

が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。
６
月

議
会
で
も
、そ
う
い
う
事
は
ま
ま

あ
る
。
と
副
町
長
が
答
弁
し
て
い

る
が
再
度
問
う
。

（
副
町
長
）
私
は
ま
ま
あ
る

と
言
っ
た
事
は
な
い
ん
で

す
け
ど
も
、
最
初
の
段
階
で
言
っ

た
よ
う
に
、
替
わ
る
こ
と
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。
と
い
う
ふ
う
に
答
弁

し
た
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
創
生
予
算
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度

ま
で
の
５
カ
年
計
画
（
約

７
億
７
千
万
円
）の
事
業
で
す
が
、

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
、農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
の
予
算
が
減
額
に
な
っ

た
理
由
を
問
う
。

（
未
来
創
生
課
長
）
地
方

創
生
事
業
の
推
進
交
付
金

を
５
カ
年
計
画
で
提
出
し
た
が
、

３
年
間
の
計
画
が
５
年
間
に
見
合

わ
な
く
、
３
年
計
画
に
見
直
す
よ

う
に
総
務
省
か
ら
の
指
示
が
あ

り
、
実
際
に
は
30
年
度
ま
で
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す

る
計
画
で
あ
り
、
納
税
を
多
く
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

小
規
模
校
の
改
築
に
つ
い
て

喜
念
小
、
鹿
浦
小
、
阿
権

小
、
馬
根
小
の
建
設
に
お

い
て
財
政
計
画
は
で
き
て
い
る
の

か
問
う
。

（
総
務
課
長
）
平
成
27
年

度
に
鹿
児
島
県
の
市
町
村

課
の
ほ
う
か
ら
指
導
等
が
あ
り
ま

し
て
、
５
年
間
の
計
画
で
策
定
を

し
、
そ
の
都
度
見
直
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
町
長
）
国
、
県
か
ら
非
常
に
厳
し

い
指
導
受
け
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
様
々
な
課
題
に
対
し
全
力
で
取

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

平
成
29
年
９
月
17
日
実
施
予

定
の
職
員
採
用
試
験
に
つ
い

て

町
長
は
以
前
か
ら
、
「
役

場
は
雇
用
の
場
で
も
あ

る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
平
成

22
年
～
平
成
28
年
度
の
人
件
費

が
年
間
約
10
～
11
億
円
か
か
っ

て
お
り
、
年
間
予
算
の
18
～

20
％
で
推
移
し
て
い
る
。
昨
今

の
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
を

鑑
み
て
も
人
件
費
の
圧
縮
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
今

回
の
採
用
試
験
の
出
願
者
数
と

採
用
予
定
数
は
そ
れ
ぞ
れ
何
名

か
。
ま
た
今
回
、
受
験
資
格
の

年
齢
上
限
を
35
歳
か
ら
40
歳
に

理
由
を
併
せ
て
問
う
。

（
副
町
長
）
一
般
職
員
採

用
試
験
の
申
込
み
が
37
名

で
、
採
用
予
定
者
数
に
つ
い
て

は
、
若
干
名
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
１
４
２
名
の
職
員

の
う
ち
、
６
名
が
出
向
、
６
名

が
産
休
、
育
休
中
で
、
合
計
12

名
が
各
部
署
で
欠
員
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
職
員
の
配
置
と

動
向
を
見
な
が
ら
、
今
後
、
採

用
予
定
者
数
に
つ
い
て
は
決
定

問

答 問答問

答 問

答
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し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
人
数
に
つ
い
て
は

差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
年
齢
上
限
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給

に
必
要
な
納
付
期
間
が
25
年
か

ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
た
た
め
、

定
年
が
60
歳
と
す
る
と
35
歳
以

下
で
な
い
と
25
年
間
納
付
と
い

う
受
給
資
格
が
満
た
さ
れ
な

か
っ
た
の
が
、
10
年
間
に
短
縮

さ
れ
た
こ
と
で
、
幅
広
く
経
験

を
お
持
ち
の
方
を
募
集
す
る
と

い
う
目
的
で
年
齢
の
引
き
上
げ

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

町
長
は
、
「
人
口
割
に
す

る
と
徳
之
島
町
、
天
城
町

と
比
較
し
て
も
伊
仙
町
の
職
員

数
は
ま
だ
ま
だ
多
い
状
況
で
あ

る
。
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
条

例
改
正
を
し
て
定
数
を
減
ら
す

考
え
は
あ
る
の
か
問
う
。

（
副
町
長
）
各
市
町
村
、

「
定
員
適
正
管
理
計
画
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
と
い
う
も
の

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
条
例
上

の
定
数
は
１
５
０
名
で
あ
り
ま

す
が
、
伊
仙
町
は
定
員
１
４
０

名
を
努
力
目
標
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
現
在
は
１
４
２
名
で

す
が
、
３
、
４
年
後
に
は
定
員

１
４
０
名
を
目
指
し
て
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

（
10
月
27
日
に
１
次
試
験
の

結
果
が
発
表
さ
れ
、
受
験
者

数
36
名
中
32
名
が
１
次
試
験
に

合
格
。
11
月
12
日
に
２
次
試
験

を
実
施
。
12
月
末
結
果
発
表
予

定
。
平
成
30
年
４
月
１
日
付
け

採
用
予
定
。
）

平
成
29
年
10
月
22
日
執
行
予

定
の
伊
仙
町
長
選
挙
に
つ
い
て

一
般
的
に
多
選
の
弊
害
と

し
て
、
意
志
決
定
の
独

善
化
（
ワ
ン
マ
ン
化
）
、
側
近

政
治
の
横
行
、
職
員
の
士
気
低

下
、
議
会
と
の
癒
着
（
オ
ー
ル

与
党
化
）
、
利
益
団
体
と
の
癒

着
が
あ
り
ま
す
が
、
翻
っ
て
我

が
伊
仙
町
は
ど
う
か
。
町
長
の

見
解
を
伺
う
。

（
町
長
）
今
回
、
５
回
目

の
町
長
選
挙
に
挑
戦
し
て

ま
い
り
ま
す
が
、
信
頼
の
お
け

る
首
長
が
い
れ
ば
多
選
こ
そ
、

継
続
こ
そ
が
真
理
だ
と
思
い
ま

す
。
多
選
の
弊
害
が
数
項
目
ほ

ど
列
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
だ
け
の
弊
害
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
町

民
の
一
部
の
方
々
が
そ
う
考
え

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人

た
ち
を
も
説
得
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

多
選
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
国
や
県
と
の
信
頼
関

係
が
築
か
れ
、
安
定
的
に
腰
を

据
え
て
長
期
的
な
政
策
に
取
組

め
る
と
い
う
の
も
あ
る
が
、
さ

す
が
に
４
期
も
す
る
と
、
今
回

の
職
員
採
用
試
験
に
関
し
て
も

そ
う
だ
が
、
日
常
の
行
政
執
行

が
事
実
上
の
選
挙
運
動
的
な
効

果
を
持
っ
て
、
そ
れ
が
積
み
重

な
る
結
果
、
公
正
な
選
挙
が
で

き
な
く
な
り
新
人
は
立
候
補
す

る
こ
と
す
ら
困
難
に
な
る
恐
れ

が
あ
る
が
、
町
長
は
あ
と
何
期

す
る
つ
も
り
な
の
か
問
う
。

（
町
長
）
今
は
、
今
回
の

選
挙
に
当
選
す
る
こ
と
が

頭
の
中
を
占
め
て
お
り
、
そ
の

次
に
関
し
て
は
深
く
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

町
長
職
を
、
後
進
に
譲
る

と
か
、
別
の
候
補
者
を
立

て
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
こ

と
は
な
い
の
か
問
う
。

（
町
長
）
私
は
、
い
つ
ま

で
も
や
る
と
い
う
つ
も
り
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
人

材
を
何
人
か
考
え
て
、
頭
の
中

で
次
の
後
継
者
は
ど
う
し
た
ら

良
い
か
と
い
う
こ
と
は
常
に
考

え
て
い
ま
す
。

伊仙町役場庁舎
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伊仙町明るい選挙推進協議会・選挙管理委員会からのお知らせ

ダ
メ
！

贈
ら
な
い
。

求
め
な
い
。

受
け
取
ら
な
い
。

政
治
家
や
公
職
の
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
な
ど
は
、

選
挙
区
内
の
人
に
金
品
を
贈
っ
た
り
、ま
た
、そ
れ
を
有
権

者
が
受
け
取
っ
た
り
、求
め
た
り
す
る
こ
と
は
、

公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄付禁止のルールを守って明るい選挙を実現しましょう。

お
祝
い

秘書などが
代理で出席する場合の
結婚祝いや葬式の香典

お祭りやさまざまな
集会・大会への
飲食物の差し入れ

病気見舞い

お中元やお歳暮

出産・入学・卒業の
お祝い金や品物

落成式や
開店祝いの花輪

〇平成３０年１月２８日（日）は「伊仙町議会議員選挙」の投票日です。
　当日の投票所及び時間は、下記のとおりです。
（第１投票所）伊仙小学校体育館　（第２投票所）東公民館　（第３投票所）喜念小学校体育館
（第４投票所）東阿三生活館　（第５投票所）馬根小学校体育館　（第６投票所）阿権小学校体育館
（第７投票所）西公民館　（第８投票所）糸木名小学校多目的ホール
※投票は、午前７時００分～午後６時００分までとなっております。
※当日、投票ができない方は、期日前投票をしましょう。
・期日前投票期間：平成３０年１月２４日（水）～１月２７日（土）
・期日前投票時間：午前８時３０分～午後８時００分まで
・期日前投票場所：伊仙町役場　選挙管理委員会会議室
※投票する場合は、各世帯に郵送されています入場券を必ずご持参下さい。



議 会 だ よ り  い せ ん （ 1 1 ）議 会 だ よ り  い せ ん （ 1 1 ）

あなたの声が
　地域を変える 声町民の

　今回の町民の声は、合計特殊出生率日本一に輝いた
伊仙町にふさわしい方をご紹介させていただきます。

問．こんにちは、早速ですが『親子ネットワーク　がじゅまるの家』ですが、
どのような活動をしているのでしょうか？
　活動内容としましては，「地域子育て支援事業」，「保育・託児」，「ホームスタート（訪問
型子育て支援）」この他にもいろいろ行っておりますが、詳しくはホームページをご覧くださ
い。

問．伊仙町での活動の取り組みを教えてください。
・出張ひろば（月2回、ほーらい館、児童館）
・病児保育（生後3か月～小学6年生を対象）
・ホームスタート（訪問型子育て支援）
・子育て情報紙『がじゅまる通信』の発行（年3回）
現在はこの4つの活動を主に伊仙町では行っています。

問．町、議会に対しての要望は何かありますか？
　伊仙町で現在実施している事業については、地方創
生予算を活用しており、今後も継続していきたいと考え
ていますので、引き続きご支援をお願いしたいと思いま

す。また、町の施設使用料をもう少し安くして頂くと、もっと伊仙
町での活動の幅が広がって子育て支援のサポートができると思い
ますので前向きにご検討をお願い致します。

問．伊仙町における子育て支援の現状は
どうでしょうか？
　以前に比べると少しずつではありますが、子育て支
援への取り組みが進んできているとは感じられます
が、まだまだ十分足りているとはいえない現状だと思

います。どちらかといえばハード面（建物・施設）よりもソフト
面（ボランティア・人材育成・各種研修・経済的負担軽減）へ支
援の充実が望ましいのではないかと考えます。

親子ネットワーク　がじゅまるの家理事　前田　美千代さん（43歳　中伊仙在住）

声

声

声

声

インタビュアー
岡林議員

がじゅまるの家　ほーらい館

われんきゃ児童館

われんきゃ広場



議 会 だ よ り  い せ ん （ 1 2 ）

※　掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

議会の動き
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編
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員
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月
日
の
流
れ
は
速
い
も
の
で
今
年
も
ま
た
師
走
を
迎
え
、平

成
29
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

年
４
回
発
行
し
て
い
る
こ
の「
議
会
だ
よ
り
」も
、現
在
の
議
員

の
任
期
中
最
後
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

こ
の
４
年
間
の
議
会
活
動
に
対
す
る
叱
咤
激
励
、ご
理
解
と
ご

協
力
、「
議
会
だ
よ
り
」に
対
す
る
指
摘
や
助
言
・
要
望
等
々
、

数
多
く
の
気
づ
き
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、平
成
30
年
か
ら
は
奄
美
群
島
全
体
に
大
き
な
追
い
風

が
吹
く
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
年
明
け
早
々
か
ら
始
ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
西

郷
ど
ん
」の
放
映
。
来
年
夏
頃
に
決
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
る
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
」
。
こ
の

２
つ
の
大
き
な
目
玉
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ

ら
と
前
後
し
て
格
安
航
空
路
線
の
就
航
、
定
期
便
の
ジ
ェ
ッ

ト
化
、
豪
華
客
船
の
寄
港
等
々
、
帰
省
や
観
光
、
仕
事
で
の
各

島
々
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
が
大
き
く
改
善
さ
れ
、
来
島
者
が
格

段
に
増
加
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
大
き
な
追
い
風
を
数
年
間
で
終
わ
る
よ
う
な
一
過
性
の

も
の
に
せ
ず
、
永
続
的
な
仕
組
み
に
ま
で
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。こ
の
仕
組
み
づ
く
り
の
中
心
を
担
う
の
は
町
長
は

じ
め
執
行
部
の
皆
さ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
我
々
議
会
や
町
民
の

皆
さ
ん
も
絶
え
ず
そ
の
動
向
を
注
視
し
、
支
援
を
し
な
が
ら

も
時
に
は
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
変
更
を
さ
せ
た

り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
町
民
の

皆
さ
ん
と
議
会
は
、
絶
え
ず
町
の
動
向
に
関
心
を
持
ち「
10
年

後
、
20
年
後
に
も
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
伊
仙
町
で
あ
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
」と
い
う
議
論
を
頻
繁
に
行

っ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

来
年
１
月
に
は
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
た
な
議
員

構
成
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
伊
仙
町
の
更
な
る
発
展
の
た

め
、
議
会
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
引
き
続
き
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な
様
々
な
テ
ー
マ
で
の
議
論
に
数

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
け
る
こ
と
も
お
願
い
申
し

上
げ
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

（
文
責　
福
留　
達
也
）

平成29年第3回伊仙町議会定例会における諸般の報告（議長の動静）
動静期間：平成29年第2回定例会（6月15日）以降の分

月 日 行　事　名 場　所

６
月

15日 日本マルコ社長との意見交換 議会委員会室
16日 徳之島３ヵ町議会議員連絡協議会ボランティア作業 天城町Ｂ＆Ｇ
23日 徳之島３ヵ町議会議員連絡協議会役員会事前打合せ 徳之島町
18日 関東伊仙町会総会 東京
25日 トライアスロン大会 天城町
26日 徳之島コーヒー支援プロジェクト ほーらい館

７
月

3日 水土里サークル活動伊仙町広域協定締結式 ほーらい館
4日 正副議長研修会 鹿児島市

8日〜9日 大島地区大会 伊仙町
9日 西郷南洲記念講演会 天城町
12日 日本マルコ社長との意見交換 議会委員会室
14日 関西徳州会歓迎 中央公民館
15日 関西徳州会伊仙町役員交流会 伊仙町
19日 徳之島３ヵ町議会議員連絡協議会役員会 徳之島町
20日 鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会 鹿児島市
24日 国境離島を考える会 天城町
28日 夏植え出発式 ほーらい館
29日 あなたのそばで県議会 徳之島町

月 日 行　事　名 場　所

７
月

30日 伊仙町ほーらい祭 面縄港
31日 鹿児島県後期高齢者医療広域連合臨時議会 鹿児島市

８
月

1日 奄美群島さとうきび価格対策協議会総会 奄美市

3日
県庁要望活動 鹿児島市
市町村政研修会 鹿児島市

8日 鹿児島国体実行委員会 鹿児島市
10日 議会運営協議会 議会委員会室
19日 金婚式 ほーらい館
20日 全島一斉ボランティア清掃 町内

27日
ほーらい祭り全島相撲大会 伊仙町相撲場
徳之島民謡大会 ほーらい館

28日 8月全員協議会 議会委員会室
29日 奄美やんばる広域圏交流推進協議会 和泊町

31日
ＮＨＫ大河ドラマ西郷どんロケ誘致協議会 天城町
ＪＡあまみ徳之島地区野菜部会 徳之島町

９
月

1日 平成29年第3回定例会告示
6日 議会運営委員会 議会委員会室
12日 平成29年第3回定例会開会 議事堂

次回の定例会は12月です！！
　次回の定例会（第４回）は１２月１２日(火)からを予定しています。
　ネット配信も行なっておりますが、ぜひ、生の議会を傍聴してみませんか。
　手続きは簡単で、議会の当日に傍聴席入り口の受付名簿に、住所、氏名を記入してい
ただくだけです。
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

電話番号８６－３１１１（内線１６番）


